富山の温泉 by 高倉 盛安
2  
富 山 の 温 泉
幽 温 泉 と は 何 か
温 泉 と は ど ん な 水 を 指 す の か と い い ま す と 、 普
通 の 地 下 水 と は 異 な っ た 水 と い う こ と で 、 温 泉 法
(1948 年 、 法 125 号 ） で は 下 記 の よ う に 定 義 し て
い ま す 。 す な わ ち 、 ① あ る い は ② の 条 件 を 満 た せ
ば 温 泉 と い う こ と に な り ま す 。
① 地 表 で 採 取 さ れ た と き の 水 温 が 25 ℃ 以 上 で あ
る こ と 。 す な わ ち 、 溶 存 物 質 の 種 類 や 量 に 関 係 な
く 、 水 温 が 25 ℃ 以 上 あ れ ば 温 泉 と な り ま す 。
② 溶 存 物 質 の 種 類 と 量 が 表 l の う ち 、 い ず れ
か 一 つ が 含 ま れ て い る こ と 。 す な わ ち 、 水 温 が 25 ℃
未 満 で あ っ て も 、 表 l の う ち の 一 つ を 満 た し て お
れ ば 温 泉 と な り ま す 。 な お 、 1948 年 以 前 は こ れ を
鉱 泉 と い っ て い ま し た 。
一 方 、 温 泉 に は 特 に 医 療 的 効 能 が あ る と 認 め ら
れ る も の を 療 養 泉 と い っ て い ま す 。 そ の 条 件 は 水
温 が 25 ℃ 以 上 （ 温 泉 に 同 じ ） で あ る こ と 、 あ る い
は 、 表 2 の 物 質 中 の 一 つ を 満 た し て い る こ と が 必 要
で す 。 た と え ば 水 温 が 25 ℃ 以 下 で あ っ て も 、 鉄 が
10-2Qmg / kg 未 満 で あ れ ば 温 泉 に な り ま す が 、 療 養
泉 に は な り ま せ ん 。 療 養 泉 に な る に は 2Qmg / kg 以
上 が 必 要 で す 。 な お 、 療 蓑 泉 の 条 件 を 満 た せ ば 医
療 的 効 能 （ 適 応 症 ） を 記 載 す る こ と が で き ま す 。
脱 衣 場 な ど に 温 泉 分 析 値 と 医 療 的 効 能 と を 記 載 し
た 表 が 掲 載 さ れ て い れ ば 、 そ の 温 泉 は 療 養 泉 で あ
る こ と を 示 し て い ま す 。
と こ ろ で 、 温 泉 と い う と 誰 し も ま ず 興 味 を 感 じ
る の が 水 温 で す 。 温 泉 で は 水 温 の こ と を 泉 温 と い
い ま す 。 温 泉 法 で は 25 ℃ 以 上 と 定 め て い ま す が 、
こ の 温 度 は 台 湾 に お け る 年 平 均 気 温 よ り や や 高 い
温 度 を 採 用 し て い る の で す 。 1948 年 以 前 は 34 ℃ 以
上 で し た 。 34 ℃ を 不 感 温 度 と い い 、 冷 た く も 熱 く
も 感 じ な い 温 度 で す 。 諸 外 国 は 一 般 に 低 い 温 度 を
採 用 し て お り 、 ア メ リ カ は 21. 1 ℃  (70 ° F) 、 ド
イ ツ や ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 は 20 ℃ で す 。 戦 後 、 日 本 は
国 際 化 の 進 展 と 共 に 、 温 泉 プ ー ル と し て の 利 用 も
生 じ て く る だ ろ う と い う こ と で 、 諸 外 国 の 温 度 に
近 づ け た と い う こ と で す 。
高 倉 盛 安
幽 温 泉 を 得 る た め の 要 件
温 泉 を 得 る た め に は 地 下 に お い て 、 熱 源 、 水 源
お よ び 通 路 の 三 つ が 必 要 で す 。
熱 源 と し て は 火 山 作 用 、 地 下 火 成 活 動 お よ び 地
下 増 温 率 な ど が あ り ま す 。 地 下 増 温 率 と は 、 全 地
球 上 を 平 均 す る と 10m 深 く な る に つ れ て 3 ℃ 地 温
が 上 昇 す る こ と を い い ま す 。 も ち ろ ん 、 場 所 に
よ っ て は 連 い が あ り 、 増 温 率 が 高 い ほ ど 熱 源 と し
て の 効 果 は 大 き い こ と に な り ま す 。
水 源 と し て は 地 下 水 や 化 石 海 水 が あ り ま す 。 化 ・
石 海 水 と は 海 底 火 山 活 動 に よ っ て 堆 積 し た 地 層
（ グ リ ー ン タ フ ） 中 に と じ 込 め ら れ た 海 水 で 、 千
数 百 万 年 か ら 二 千 数 百 万 年 も の 間 、 海 水 か ら 隔 離
さ れ て き た 水 を い い ま す 。 そ の 他 、 マ グ マ か ら 分
離 し た 水 、 す な わ ち 、 マ グ マ 水 （ 処 女 水 ） も あ り
ま す が 、 一 般 に は 地 下 水 で 相 当 希 釈 さ れ て い ま す 。
つ ぎ に 、 温 泉 水 を 地 表 ま で 導 く 通 路 と し て は 断
層 破 砕 帯 や 岩 脈 中 の 節 理 お よ び 火 山 の 火 口 な ど が
あ り ま す 。 ポ ー リ ン グ は 人 工 的 に 通 路 を 作 っ て や
る た め の 手 段 で 、 最 近 は 千 数 百 m ま で ボ ー リ ン グ
が 容 易 に な り ま し た か ら 、 新 し い 温 泉 が つ ぎ つ ぎ
と 得 ら れ て い ま す 。
幽 本 県 に お け る 温 泉 の 概 要
193 年 2 月 末 に お け る 源 泉 の 数 は 11 6 箇 所 に もー ・及 び 、 こ こ 20 年 程 で 2 倍 近 く に 増 え ま し た 。 こ れ
ら の 源 泉 の 科 学 的 な 概 要 に つ い て 述 べ て い く こ と
に し ま す 。
(1 )  源 泉 の 地 質 と 温 泉 の 成 因 な ら び に 泉 温
表 3 に 温 泉 名 と 源 泉 の 地 質 概 要 を 上 げ ま し た 。
ま た 、 図 l に 源 泉 の 位 置 お よ び 泉 温 の 分 布 状 態 を
示 し ま し た 。
1) 第 四 系 堆 積 層 中 に 源 泉 を 有 す る 温 泉 ( Q )
主 と し て 臨 海 部 に 存 在 す る 温 泉 で 深 度 は 30m 以
浅 の も の が 多 く 、 熱 源 が な い た め 泉 温 は 13-17 ℃
と 低 く 、 水 源 は 地 下 水 で す 。 な お 、 生 地 第 一 温 泉
(No.83) の よ う に 現 海 水 に よ る 塩 水 化 地 下 水 も あ
り ま す 。 な お 、 こ の 分 類 に 入 る 温 泉 は 15 箇 所 で 、
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表 1. 温 泉 の 定 義 に よ る 溶 存 物 質 の 種 類 と 量
物 質 名
溶 存 物 質
（ ガ ス 性 の も の を 除 く ）
遊 離 二 酸 化 炭 菜リ チ ウ ム イ オ ノ
ス ト ロ ン チ ウ ム イ オ ン
バ リ ウ ム イ オ ン
総 鉄 イ オ ンマ ン ガ ン (I) イ オ ン
水 素 イ オ ン
臭 素 イ オ ン
ョ ウ 素 イ オ ン
フ ッ 素 イ オ ン
ヒ 酸 水 素 イ オ ン
メ タ 亜 ヒ 酸 イ オ ン
総 硫 黄｀ げ認悶炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ムラ ド ン 2Q X  10 ― I  0  
ラ ジ ウ ム
含 有 量 ( 1 kg 中 ）




o l o - 3 0 0
ー5 1 2 3 1 1 5





表 2. 療 養 泉 の 定 義 に よ る 溶 存 物 質 の 種 類 と 量
物  質 名 含 有 量 (1 kg 中 ）
溶 存 物 性質 1, 00 mg 以 上（ ガ ス の も の を 除 く ）
遊 離 二 酸 化 炭 素 250 
銅 イ オ ン 1  総 鉄 イ オ ン 10 
ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン 5  
水 素 イ オ ン 10 
総 硫 黄 10 
ラ ド ン 30 x  to - 1  0 キ ュ リ ー 単 位 以 上
・ 全 源 泉 中 13. 9 % を 占 め て い ま す 。
2) 新 第 三 系 の グ リ ー ン タ フ （岩 稲 累 層 ） と そ
の 上 部 の 堆 積 岩 層 に 源 泉 を 有 す る 温 泉 (T)
主 と し て 富 山 平 野 を と り ま く 丘 陵 性 山 地 に 存 在
す る 温 泉 で 、 深 度 は 一 般 に 深 く 数 10m で す 。 そ の
他 、 神 通 川 下 流 域 平 野 部 か ら 臨 海 部 に か け て 深 度
700,..._ 130m の 温 泉 、 す な わ ち 、 足 洗 老 人 福 祉 セ
ン タ ー (No.60) や 新 開 ア ー バ ン シ テ ィ 第 一 源 泉 (No.
68) な ど も こ の 分 類 に 入 り 、 そ れ ら の 数 は 79 箇 所
で 、 全 源 泉 中 68. 1 % を 占 め て い ま す 。 泉 温 は 25 ℃
以 上 の も の が 多 く 、 最 高 は 金 太 郎 温 泉 2 号 井 (No .
80) の 74 ℃ で す 。 熱 源 は 海 底 火 山 活 動 に 由 来 す る
岩 稲 累 層 お よ び そ の 下 部 の 岩 体 に あ り 、 ま た 、 岩
稲 累 層 よ り 上 部 の 堆 積 岩 層 で は 地 下 増 温 率 が 関 係
し て き ま す 。 水 源 は 岩 稲 累 層 や そ の 上 部 の 堆 積 岩
層 に 貯 留 さ れ て い る 化 石 海 水 を 起 源 と し て い ま す が 、
そ れ に 地 下 水 や 現 海 水 が 混 入 し て 上 昇 し て き ま す 。
と こ ろ で 、 こ の 分 類 に は い る 温 泉 の 掘 削 深 度 と
泉 温 と の 関 係 を 図 示 し た の が 図 2 で す 。 相 関 係 数
( R ) は 0 . 59 で す か ら 、 掘 削 深 度 と 泉 温 と の 間 に
は あ る 程 度 相 関 が 認 め ら れ ま す 。 図 中 の 点 線 は 地
下 増 温 率 を 示 し た も の で す が 、 約 10m ま で は 地
下 増 温 率 よ り 泉 温 の 方 が 高 く な っ て い ま す 。 し か
し 、 そ れ よ り 深 く な る と 泉 温 の 方 が 若 干 低 く な る
傾 向 が み ら れ ま す 。
3) 花 尚 岩 類 に 源 泉 を 有 す る 温 泉 (G)
黒 部 峡 谷 沿 い に 分 布 す る 温 泉 な ら び に 庄 川 沿 い
に あ る 大 牧 温 泉 (No.39) お よ び く ろ ば 温 泉 (No.41 ) が
こ の 分 類 に 入 り 、 そ れ ら の 数 は 16 箇 所 で 、 全 温 泉
中 13. 8% を 占 め て い ま す 。 熱 源 は 花 岡 岩 体 、 水 源
は 地 下 水 で 、 そ の 地 下 水 が 高 温 の 花 閾 岩 体 に 触 れ
て 温 め ら れ 、 岩 体 の 節 理 や 割 れ 目 を 通 っ て 湧 き 出
し て き て い ま す 。 黒 部 峡 谷 沿 い の 温 泉 は ほ と ん ど
が 自 然 湧 出 で 、 高 温 の も の が 多 く 、 黒 薙 温 泉 (No.
84) は 98. 5 ℃ と 県 内 で は 最 高 で す 。
4 )  片 麻 岩 類 に 源 泉 を 有 す る 温 泉 ( M)
こ の 分 類 に 入 る 温 泉 は 常 願 寺 川 沿 い の 粟 巣 野 温
泉 (No. 71) お よ び 亀 谷 温 泉 (No.72) 、 利 賀 川 沿 い の 利
賀 温 泉 (No.42) の 3 箇 所 で す 。 熱 源 は 片 麻 岩 体 、 水
源 は 地 下 水 で 泉 温 は 25-45 ℃ で す 。
5 )   I日 立 山 火 山 地 帯 に 源 泉 を 有 す る 温 泉 ( V )
こ の 分 類 に 入 る 温 泉 は 地 獄 谷 温 泉 群 お よ び カ ル
・ デ ラ 内 の 立 山 温 泉 (No.73) で す 。 立 山 地 獄 谷 の 温 泉
群 は 爆 裂 火 口 内 の 随 所 に あ る 噴 気 孔 か ら 、 高 温 の
水 蒸 気 、 硫 化 水 素 お よ び 二 酸 化 硫 黄 を 吹 き 出 し て
お り 、 そ れ ら の 噴 気 孔 に 地 表 水 や 地 下 水 が 流 人 し
て 温 泉 が 形 成 さ れ て い ま す 。 し た が っ て 、 強 酸 性
( pH2. 2-. 5) 、 高 温 (70 -80 ℃ ) の も の が い く つ
も み ら れ ま す 。 こ こ で は 百 姓 地 獄 (No.7 4) と み く り
が 池 温 泉 (No.75) の 二 つ を 上 げ ま し た 。
(2 )  pH の 分 布
pH の 分 布 状 態 は 下 記 の と お り で す 。
pH 源 泉 数 （ 比 率 ％ ）
酸 性 3 未 満 I  ( 0. 9) 
弱 酸 性 3-6 II 1  (6. 0) 
中 性 6-7. 5  II 40 (34. 5) 
弱 ア ル カ リ 性 7. 5-8. 5  11 50 (43. I) 
ア ル カ リ 性 8. 5  以 上 18 (15. 5) 
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表 3. 富 山 県 に お け る 温 泉 の 名 称 と 源 泉 ⑪ 切 t
.  .  .  - -
番 号 温 泉 の 名 称 地 質  番 号 温 衷 の 名 称 地 質 番 号 温 泉 の 名 称 地 質 番 号 温 泉 の 名 祢 地 質
L 岩 井 戸 温 泉 T  ，  30 I 法 林 寺 温 泉 ( 2 号 井 ） T  59 神 通 峡 岩 稲 温 泉 T  88 名 剣 温  泉 G  
2 氷 見 有 磯 温 泉 T  31 福 光 温 泉 T   1  60 足 洗 老 人 福 祉 セ ン タ ー T '  89 祖 母 谷 温 泉 i G  
3 1 氷 見  温  泉 T  32 林 遺 温 泉 ¥ l 号 井 i T  61 サ ン カ ロ リ ナ 温 泉 T  0 阿 曽 原 温 泉 G  
4 氷 見 新 温 泉 Q  33 "  ( 2 号 井 ） T  62 鯰 第 一 温 泉 ふ じ の や Q  9 1  人 見 平 温 泉 G  
5 陽  和 温  泉 T  34 ”  ( 3 号 井 ） T  63 鯰  温 泉 ( l 号 井 ） Q  92 仙 人 湯 温 泉 G  6 竹 原  の  湯 T  35 井 波 温  泉 T  64 ”  ( 2 号 井 ） Q  93 高 天 ケ 原 温 泉 G  
7 堀 田  の 湯 I T 36 庄 川 温 泉 し 1 号 井 ） T  65 ”  ( 3 号 井 ） T  94 黒 部 川 明 日 温 泉 G  
8 神 代 温 泉 T  3 7  I ( 2 号 井 ） T  66 萩 の  湯 Q  95 舟 見 本 陣 山 温 泉 G  
9 岩 崎 ・/・ 1111 ロ 泉 Q  38 湯  谷  温  泉 T  印 城 Iii 原 化 石 温 泉 T  96 ,jヽ JII 温  泉 G  
lO 伏 木 温  泉 Q  筑｝ 大 牧 温  泉 G  68 T  gr 宮 崎 鉱 泉 Q  
II 野 村 温  泉 Q  40 五  ケ 山 温 泉 T  69 古. 山 温  泉 Q  98 境 鉱 泉 Q  
12 木 町 温  泉 Q  41 ＜  ろ ば 温 泉 G  70 横 江  温  泉 T  9 太 師  温  泉 T  
13 上 温  泉 T  42 利 賀 温 泉 M  71 粟 巣 野 温 泉 M  100 ひ み 阿 尾 の 浦 温 泉 T  
14 五 十 里 温 泉 T  43 太 閤 山 温 泉 Q  7 2  亀 谷  温  泉 M  101 氷 見 余 川 温 泉 T  
15 老 人 保 養 セ ン タ ー 百 楽 荘 T  4 百 観 音 温 泉 T  73 立 山  温  泉 V  l02 華 山 温 泉 ( 3 号 井 ） T  
16 三 協 ア ル ミ ま ん よ う 荘 T  45 御 坊 山 ま つ き 温 泉 T  74 百 姓 地 獄 V  103 雨 晴 温 泉 T  
17 国 吉  温  泉 T  46 い か は ま の 湯 T  75 み く り が 池 温 泉 V   104 春 日 温 泉 ( 3 号 井 ） T  
18 西  広 谷 温 泉 T  47 音 川 温 泉 ( l 号 井 ） T  76 大 岩 温 泉 T   105 赤 祖 父 温 泉 T  
19 赤 丸 温 泉 I 1 号 井 ） T  48 ”  ( 2 号 井 ） T  77 早 月 !I I  温 泉 T  LOO サ ン ア ン ド サ ン 温 泉 T  20 赤 丸 温 泉 ( 2 号 井 ） T  49 千 里  温  泉 T  78 下 田 温 泉 Q  107 明 日 法 播 寺 温 泉 T  
21 宮  島  温  泉 T  50 牛 岳 温 泉 T  79 金 太 郎 温 泉 (l 号 井 ） T  108 ゴ ル フ 倶 鎚 釦 ・- ル ド ウ ィ ン T  
2'2 観 音 滝 温  泉 T   5 1  山  田 西 温 泉 T  80 ”  ( 2 号 井 ） T  109 氷 見 灘 浦 温 泉 元  湯 T  23 須 Il l  温 泉 T  52 山 田 温 泉 ( I 号 井 ） T  Bl 天  神 山 温 泉 T  110 お ま  き  源 泉 T  
24 安 養 寺 温 泉 T  53 ”  ( 2 号 井 ） T  82 黒 部 温  泉 T  ILL 九  殿 浜 温 泉 T  25 北 陸 農 政 局 T  54 下 の 苔 温 泉 T  83 生 地 第 一 温 泉 Q  12 岩 井 戸 温 泉 ( 2 号 井 ） T  
26 /I I  合 田 温 泉 T  5 高 熊 温  泉 T  84 黒  薙  温  泉 G  113 チ ュ ー リ ッ プ 温 泉 T  
勿 華 山 温 泉 ( I 号 井 ） T  56 角 間  温  泉 T  85 宇 奈 月 温  泉 G  114 栄 和 温  泉 T  
28 ”  l  2 号 井 ） T  57 春 日 温 泉 t I 号 井 ） T  86 美 山  温  泉 G  115 越 中 五 箇 山 小 瀬 羽 蝦 品 畏 T  29 法 林  寺 温 泉 ( 1 号 井 ） T  58 ”  ( 2 号 井 ） T  ・  87 鐘 釣 温  泉 G  16 友 愛 温  泉 T  
(l g 碑 2 月 末 現 在 ）
t 注 ） Q :  第 四 系 堆 積 暦 (15) T :  新 第 三 系 の グ リ ー ン タ フ と そ の 上 部 の 堆 積 岩 層 (79 )
G :  花 緞 翌 即 6 ) M :  用 朗 躙 ( 3 ) V   : I印 皿 丸 は 繹 ( 3 )
．  
最 も 酸 性 の 強 い の が 百 姓 地 獄 (No.7 4) で 、 pH は 2. 6  
を 示 し 、 酸 性 の 原 因 物 質 は 硫 酸 で す 。 弱 酸 性 を 示
す も の は 林 道 温 泉 (No .32, 33, 34) で 、 pH4. 0,.....,4 .  4 を
示 し 、 酸 性 の 原 因 物 質 は 二 酸 化 炭 素 （ 遊 離 炭 酸 ）
で す 。 つ ぎ に 中 性 か ら 弱 ア ル カ リ 性 を 示 す 温 泉 は
全 源 泉 中 7 . 6 % も 占 め 、 最 も 多 く 分 布 し て い ま す 。
そ れ ら の 温 泉 の 大 部 分 は 第 四 系 堆 積 層 お よ び 新 第
三 系 堆 積 岩 層 に 源 泉 が あ り ま す 。 ア ル カ リ 性 温 泉
は 法 林 寺 温 泉 (No.29, 30) 、 湯 谷 温 泉 (No.38) 、 お ま
き 源 泉 (No .10 ) 、 山 田 温 泉 (No.52, 53) 、 春 日 温 泉
(No .58 ) お よ び 神 通 峡 岩 稲 温 泉 (No .59) な ど で 、 い
ず れ も 、 新 第 三 系 堆 積 岩 層 に 源 泉 が あ り ま す 。  ア
ル カ リ 性 の 原 因 物 質 は 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム で す 。
そ の 他 、 特 に ア ル カ リ 性 の 強 い 温 泉 は 粟 巣 野 温 泉
(No.71) の 10. 0 お よ び 亀 谷 温 泉 ( N o.72) の 9 . 6 で 、 い
ず れ も 、 片 麻 岩 体 に 源 泉 が あ り ま す 。 強 ア ル カ リ
性 の 原 因 物 質 は 炭 酸 ナ ト リ ウ ム で 、 炭 酸 水 素 ナ ト
リ ウ ム に こ の 物 質 が 加 わ っ て い ま す 。
(3 )  溶 存 物 質 の 分 布
溶 存 物 質 量 の 分 布 状 態 は 下 記 の と お り で す 。
溶 存 物 質 量 (g / kg) 源 泉 数 （ 比 率 ％ ）
0. 5  未 満 32 (27 .  6) 
0 ,  5  ,.._ 1  II 11 ( 9 .  5) 
1  ,.._, 5  // 37 (31. 9) 
5  -10 II 23 (19 ,  8) 
10  以 上 13 (1.2) 
l  g / kg 未 満 の 温 泉 は 37.1 % を 占 め 、 主 と し て
黒 部 峡 谷 沿 い の 温 泉 と 立 山 山 系 内 の 温 泉 で す 。  そ
れ に 対 し 、 lg / kg 以 上 の 温 泉 は 62 . 9 % と 多 数 に
上 り 、 ほ と ん ど が 新 第 三 系 の 堆 積 岩 層 に 源 泉 を
も っ て い ま す 。 特 に 10 g  / kg 以 上 の 温 泉 は 神 代 温
泉 (No. 8) 、 西 広 谷 温 泉 (No.18) 、 北 陸 農 政 局 の 温 泉
(No.25) 、 萩 の 湯 (No.66) 、 城 川 原 化 石 温 泉 (No.6 7 ) 、 金
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図 I . 源 泉 の 位 置 と 泉 温 の 分 布
太 郎 温 泉 (No.79, 80) 、 天 神 山 温 泉 (No.81) 、 黒 部 温
泉 (No .82) 、 雨 晴 温 泉 (No. l  03) 、 ゴ ル フ 倶 楽 部 ゴ ー
・ ル ド ウ ィ ン (No .1 08) 、 栄 和 温 泉 (No .11 4) お よ び 友 愛
温 泉 (No.16) で 、 最 高 は 雨 晴 温 泉 の 29 . 3  g  / kg で
す 。 こ れ ら は 新 第 三 系 堆 積 岩 層 中 の 化 石 海 水 が 水
源 と な っ て い ま す 。 た だ し 、 萩 の 湯 (15 . 5 g  /  
kg) は 掘 削 深 度 が 63m と 浅 い こ と か ら 現 海 水 に よ
る 塩 水 化 地 下 水 で あ る と み ら れ ま す 。 な お 、 現 海
水 の 溶 存 物 質 量 は 34 . 3  g  / 返 （ 塩 素 量 1 9% 。 ） で す c
(4 )  泉 質 型 の 分 布
泉 質 型 の 分 布 状 態 は 下 記 の と お り で す 。
泉 質 型 源 泉 数 （ 比 率 ％ ）
塩 化 ナ ト リ ウ ム [NaC l ] 6 (57 .  0) 
炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム [NaHCQ3 ] 23 ( 19 . 8) 
硫 酸 ナ ト リ ウ ム [Na2S04 ] 6 ( 5 . 2) 
塩 化 カ ル シ ウ ム [Ca I  2 ]   4  ( 3 .  4) 
炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム [ Ca ( H C O  3) 2 ]  1 3  (1 1. 2) 
硫  酸 カ ル シ ウ ム [CaSQ 4) 4 ( 3 . 4) 
1 )  塩 化 ナ ト リ ウ ム 型
こ の 泉 質 型 を も つ 温 泉 は 6 箇 所 と 最 も 多 数 を 占
め 、 こ れ ら の う ち 、 新 第 三 系 堆 積 岩 層 の 化 石 海 水
が 水 源 に な っ て い る と み ら れ る 温 泉 は 50 箇 所 も あ
り 、 い ず れ も 溶 存 物 質 が 多 い で す 。 つ ぎ に 多 数 を
占 め て い る の が 花 巌 岩 体 に 源 泉 を も つ 黒 部 峡 谷 沿
い の 温 泉 で す が 、 い ず れ も 浴 存 物 質 量 は 少 な く l
g / kg 未 満 で す 。 一 方 、 海 岸 沿 い に あ る 鯰 温 泉 2
号 井 (No.64) 、 萩 の 湯 (No .6) お よ び 生 地 第 一 温 泉
(No .83) も こ の 泉 質 型 で す が 、 こ れ ら は 現 海 水 に
よ  る 塩 水 化 地 下 水 で あ る と み ら れ ま す 。
2 )  炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 型
塩 化 ナ ト リ ウ ム 型 に つ い で 多 数 を 占 め る の が こ
の 泉 質 型 で 23 箇 所 あ り ま す 。 そ れ ら の う ち 、 新 第
三 系 堆 積 岩 層 の 化 石 海 水 が 水 源 に な っ て い る と み
ら れ る 温 泉 は 14 箇 所 あ り 、 こ れ ら は 塩 化 ナ ト リ ウ
ム も 多 呈 共 存 し て い ま す 。 そ の 他 、 片 麻 岩 体 に 源
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図 2. 新 第 三 系 に 源 泉 を 有 す る 温 泉 の 深 度 と 泉 温 の 関 係
流 紋 岩 体 に 源 泉 を も つ 明 日 温 泉 (No.94) お よ び 舟 見
本 陣 山 温 泉 (No .95 ) も こ の 泉 質 型 で す 。
3) 炭 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 型
3 番 目 に 数 の 多 い の が こ の 泉 質 型 で 13 箇 所 あ り
ま す が 、 林 道 温 泉 (No.32, 3) 、 太 閤 山 温 泉 (No.43) 、
宮 崎 鉱 泉 (No.97) お よ び 境 鉱 泉 (No.98) な ど の よ う な
浅 井 戸 が 多 く 、 溶 存 物 質 量 も 0. 5g / kg 未 満 と 少 な
く 、 普 通 の 地 下 水 に よ く 似 た 水 質 組 成 を 示 し て い
ま す 。
4 )  硫 酸 ナ ト リ ウ ム 型
こ の 泉 質 型 の 温 泉 は 6 箇 所 あ り 、 新 第 三 系 堆 積
岩 層 に 源 泉 を も つ 法 林 寺 温 泉 (No.29, 30) 、 福 光 温
泉 (No.31) お よ び 早 月 川 温 泉 (No.77) な ど で 溶 存 物 質
羅 も 多 い で す 。 一 方 、 立 山 温 泉 (No.73) も こ の 泉 質
型 で す が 、 溶 存 物 質 量 は 少 な く 0. 48g / kg で す 。
5 )  塩 化 カ ル シ ウ ム 型
こ の 泉 質 型 の 温 泉 は 、 4 箇 所 あ り 、 地 獄 谷 の 百
姓 地 獄 (No.74) お よ び み く り が 池 温 泉 (No .7 5) 、 新 第
三 系 堆 積 岩 層 に 源 泉 を も つ お ま き 源 泉 (No.10) が
こ れ に 属 し ま す 。
6) 硫 酸 カ ル シ ウ ム 型
こ の 泉 質 型 の 温 泉 は 4 箇 所 あ り 、 新 第 三 系 堆 積
岩 層 に 源 泉 を も つ 五 ケ 山 温 泉 (No.40) お よ び 花 両
岩 体 に 源 泉 を も つ 高 天 ケ 原 温 泉 (No.93) が こ れ に
属 し ま す が 、 溶 存 物 質 量 は い ず れ も lg / kg 未 満
で す 。 そ れ に 対 し 、 同 じ く 新 第 三 系 堆 積 岩 層 に 源
泉 を も つ 越 中 五 箇 山 小 瀬 羽 馬 温 泉 (No .1 15) は 溶 存
物 質 量 が 多 く 、 カ ル シ ウ ム に つ い で ナ ト リ ウ ム も
多 く 含 ま れ て い ま す 。
批 医 療 的 効 能
一 般 に 温 泉 は 神 経 痛 、 筋 肉 痛 、 関 節 の こ わ ば り 、
う ち み 、 く じ き 、 慢 性 消 化 器 病 、 痔 疾 、 冷 え 性 、
病 後 回 復 期 お よ び 健 康 増 進 な ど に 効 き ま す が 、 塩
化 物 泉 、 炭 酸 水 素 塩 泉 お よ び 硫 酸 塩 泉 は 切 り 傷
火 倦 お よ び 慢 性 皮 膚 病 に 効 能 が あ り ま す 。 さ ら，  '--、
塩 化 物 泉 や 炭 酸 水 素 塩 泉 は 飲 用 す れ ば 慢 性 消 化 器
病 に 効 果 が あ り ま す 。 二 酸 化 炭 素 泉 や 硫 黄 泉 は 切
り 傷 、 高 血 圧 症 お よ び 動 脈 硬 化 症 に 効 能 が あ り ま
す 。 し か し 、 浴 用 や 飲 用 に 供 す る 場 合 は 、 浴 場 に
掲 載 さ れ て い る 適 応 症 お よ び 禁 忌 症 を よ く み て 対
応 す る こ と が 肝 要 で す 。
幽 む す び
温 泉 は 地 下 の い ろ ん な 情 報 を わ れ わ れ に 伝 え て
く れ る 使 者 な の で す 。 し た が っ て 、 学 術 的 に は 極
め て 重 要 な 位 置 を 占 め て い ま す 。
一 方 温 泉 は 古 く か ら 治 療 目 的 に 用 い ら れ て き
ま し た が 、 そ の 後 は 観 光 的 あ る い は 歓 楽 的 な 方 向
へ 進 み ま し た 。 し か し 最 近 は リ ゾ ー ト と 一 体 「
た 方 向 に 進 み つ つ あ り ま す 。 さ ら に 、 地 域 暖 房 や
消 融 雪 、 温 室 栽 培 な ど 多 目 的 に 利 用 さ れ る よ う に
な っ て き ま し た 。
本 県 に お い て も 、 以 上 の よ う な 方 向 へ 進 み つ つ
あ り ま す が 、 個 人 と し て は 、 温 泉 治 療 や 健 康 増 進
あ る い は リ フ レ ッ シ ュ の 場 と し て 有 効 に 活 用 さ れ
る こ と を お 勧 め し ま す 。
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